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心かよう信頼の医療心かよう信頼の医療
そこには、そこには、いつもいつも「真心」「真心」と「笑顔」「笑顔」がありますがあります

心かよう信頼の医療
そこには、いつも「真心」と「笑顔」があります

1．患者さま本位の医療と安心できる癒しの場を作ります。
2．高度で良質な医療をします。
3．救急医療を充実します。
4．病診連携を推進し、一貫したきめ細かい医療を行います。
5．医療関係者の教育･研修を推進し、治療･看護･介護･福祉を実践します。
6．災害救護と国際救援活動を積極的に行います。
7．健全経営を維持し、この基本方針を達成いたします。

基 本 方 針 理  念〈私たちの誓い〉
　私たちは医療の倫理を守り、赤十字の人道博愛精神のもとに、
皆さまと共に医の道の理想を追究いたします。
　皆さまとの出会いを一期のことと心得、その痛みを分かちあい、
　苦しみを共にしつつ、一日も早く健康の幸せを喜びあえるよう
　努めます。
　皆さまとの厚い信頼に立って、お互いに心を開き、明るく優しい
　環境のもと、日々を清澄な心で奉仕します。

Japanese Red Cross Nagoya First Hospital

地 域 医 療 支 援 病 院

◆ 地域がん診療連携拠点病院に指定

◆ 糖尿病療養指導士の活動紹介

◆ 肝臓「沈黙の臓器」　　　

◆ くすりの知識⑧ 
　 ～くすりとは何でしょう（3）～
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『糖尿病食事療法の原則』
　　＊適正なエネルギー量を守る
＊栄養のバランスを図る
＊規則的な食習慣を守る

糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
活
動
紹
介

糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
活
動
紹
介

管
理
栄
養
士
　
若 

生
　
靖 

子

糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
活
動
紹
介

　
当
院
で
糖
尿
病
療
養
指
導
士
資
格
を
も
っ
た
管
理
栄
養
士
は
２
名
。
主

に
、
生
活
指
導
研
究
会
・
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
に
よ
る
糖
尿
病
教
育
入
院

１
週
間
コ
ー
ス
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
糖
尿
病
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
他

職
種
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
療
養
の
中
で
最
も
大
切
な
食
事
。
管
理
栄
養
士
の
そ
の
指
導
内
容
は
、

【
入
院
栄
養
指
導
】

集
団
指
導
（
教
育
入
院
患
者
３
〜
５
名
対
象
）

™

食
事
療
法
の
必
要
性
と
基
本
的
な
考
え
方
、食
品
交
換
表
の
使
い
方
と
献

立
の
立
て
方
。

™

合
併
症
の
食
事
に
つ
い
て
。

個
別
指
導

™

個
々
の
患
者
に
あ
っ
た
適
正
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
量
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
具
体
的
に
説
明
。

™

病
院
食
と
家
庭
内
食
の
比
較
に
よ

り
問
題
点
を
見
つ
け
、ア
ド
バ
イ
ス
。

【
外
来
栄
養
指
導
】

個
別
指
導

™

食
事
療
法
の
基
本
か
ら
応
用
。

™

外
食
か
ら
中
食
、コ
ン
ビ
ニ
食
を
含
め
具
体
的
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
指
導
。

™

ア
ル
コ
ー
ル
や
嗜
好
品
の
上
手
な
付
き
合
い
方
。

™

患
者
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
。

　
正
し
い
食
事
療
法
が
実
行
で
き
て
い
る
か
、
今
一
度
、
食
習
慣
を
振
り

返
り
栄
養
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
主
治
医
と
相
談
の
上
、
栄

養
相
談
室
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
糖
尿
病
の
食
事
と
と
も
に
、
糖
尿
病

療
養
に
関
す
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
上
手
に
糖
尿
病
と
付
き
合
っ
て
い
く
に
は
、
合
併
症
を
予
防
す
る
た
め

定
期
的
に
、
そ
し
て
継
続
し
て
栄
養
指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

野村史郎
呼吸器科部長兼
化学療法科部長

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

　
平
成
20
年
２

月
に
当
院
も
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
地

域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
は
２
次

医
療
圏
と
い
っ
て

医
療
法
で
規
定
さ
れ
た
あ
る
一
定
の
範
囲
に
１
つ
程
度
の
割
で
厚

生
労
働
省
が
指
定
し
、
都
道
府
県
に
１
つ
あ
る
都
道
府
県
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
、
愛
知
県
で
言
え
ば
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
と
協
力
し
て
が
ん
医
療
を
行
っ
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
の
が
ん
対
策
の
目
的
は
、
が
ん
の
罹
患
率
及
び
死
亡
率

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
も
し
く
は
苦
痛
を
和
ら
げ
つ
つ
治
療
を
行

い
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と

と
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
病
院
も
こ
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た

め
に
愛
知
県
と
協
力
し
て
、
が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
し

て
高
度
な
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
地
域
の
が
ん
診
療

の
拠
点
病
院
と
し
て
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
地
域
の
が
ん

医
療
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
医
療
従
事
者

が
研
修
等
を
通
じ
て
必
要
な
知
識
を
習
得
し
や
す
い
よ
う
な
職
場

環
境
や
制
度
の
整
備
を
県
と
と
も
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
化
学
療
法
科
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
人
材
不
足
で
十
分
に
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
今
後
は
各
科
と
協
力
し
て
よ
り
安
全
に
、
ま
た
安
心
し
て

そ
し
て
快
適
に
化
学
療
法
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
は
？

　
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア(W

ikipedia)

に
よ
り
ま
す
と
「
が
ん
患
者

の
生
存
率
を
高
め
る
目
的
で
全
国
に
整
備
さ
れ
た
病
院
の
こ
と
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、
全
国
ど
こ
に

い
て
も
質
の
高
い
が
ん
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
第

３
次
対
が
ん
10
か
年
総
合
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
「
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
整
備
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
省

が
指
定
し
た
病
院
の
こ
と
で
す
。
当
院
も
平
成
20
年
１
月
17
日
に

開
催
さ
れ
た
「
第
４
回
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
に
関
す

る
検
討
会
」
を
経
て
、
２
月
８
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
は
？

　
都
道
府
県
に
概
ね
１
カ
所
指
定
さ
れ
る
都
道
府
県
の
中
心
的
な

が
ん
診
療
機
能
を
担
う
「
都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

と
２
次
医
療
圏
に
１
カ
所
程
度
指
定
さ
れ
る
「
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
」
が
あ
り
ま
す
。
愛
知
県
の
都
道
府
県
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
は
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
で
す
。

愛
知
県
に
お
け
る
当
院
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

と
し
て
の
役
割
は
？

　
２
２
０
万
人
を
超
え
る
大
規
模
な
人
口
を
有
す
る
名
古
屋
医
療

圏
で
は
複
数
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
機
能
分
担
を
さ
せ
、

県
内
全
域
で
が
ん
診
療
の
均
て
ん
化
を
実
現
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
い
た
し
ま
す
。
名
古
屋
市
西
部
を
担
当
い
た
し
ま

す
当
院
は
、
愛
知
県
の
が
ん
医
療
に
お
い
て
特
に
血
液
腫
瘍
（
骨

髄
移
植
）
お
よ
び
緩
和
ケ
ア
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
？

　
「
あ
い
ち
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
取
り
組
み
」
に
し
た

が
っ
て
、
診
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
平
成
20

年
４
月
よ
り
化
学
療
法
科
が
新
設
さ
れ
、
薬
剤
部
、
看
護
部
、
放

射
線
部
と
協
力
し
て
、
よ
り
多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
が
ん
診
療
を
安
全
に
行
う
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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肝   

臓
「
沈
黙
の
臓
器
」

肝   

臓
「
沈
黙
の
臓
器
」

★ 

新
任
部
長
の
紹
介 

★ 

４
月
１
日
付

血
液
内
科 :  

小
澤  

幸
泰 

輸
血
部
長

呼
吸
器
外
科 :  

森
　  

正
一 

呼
吸
器
外
科
部
長

Japanese Red Cross Nagoya First Hospital

お
薬
の
知
識

〜
く
す
り
と
は
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で
し
ょ
う
d
〜

お
薬
の
知
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正しい薬

の飲み方

　
生
薬
と
漢
方
を
ご
存
知
で
す
か
。
日
本
の
生
薬
は
、
漢
方
処
方
や

民
間
伝
承
の
和
薬
な
ど
の
東
洋
医
療
で
用
い
ら
れ
る
天
然
由
来
の
医

薬
品
す
べ
て
を
さ
し
て
い
ま
す
が
、
漢
方
医
学
の
影
響
が
大
き
い
の

で
、
生
薬
と
漢
方
薬
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
生
薬
は
漢
方
医
学
以
外
に
も
、
民
間
薬
と
し
て
単
独
で
使
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
動
植
物
の
一
部
、
細
胞
内
容
物
、
分
泌
物
抽
出

物
、
鉱
物
な
ど
、
天
然
物
（
植
物
、
動
物
、
鉱
物
）
か
ら
生
産
さ
れ
た

も
の
を
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
貼
薬
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
使
う
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
煎
じ
薬
や
エ
キ
ス
剤
、
チ
ン
キ
剤
な
ど
、

加
工
し
て
か
ら
用
い
ま
す
。
注
射
剤
と
し
て
用
い
る
も
の
は
な
く
、

多
く
は
、
経
口
剤
か
貼
薬
と
し
て
服
用
し
ま
す
。
生
薬
の
品
質
は
、

日
本
薬
局
方
に
よ
り
、
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
漢
方
薬
と
は
複
数
の
生
薬
を
漢
方
医
学
の
理
論
に
基
づ
い

て
組
み
合
わ
せ
た
処
方
で
あ
り
、
五
千
年
に
も
及
ぶ
長
い
中
国
の
歴

史
の
中
で
継
承
さ
れ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
葛
根
湯
、
小
柴
胡
湯
、

当
帰
芍
薬
散
、
八
味
地
黄
丸
な
ど
の
漢
方
薬
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
漢
方
薬
は
、
浸
剤
、
煎
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
は
、
漢
方
エ
キ
ス
製

剤
な
ど
が
あ
り
、
飲
み
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
一
部
は
、
健
康
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
生
薬
も
漢
方
薬
も
効
き
目
が
穏
や

か
で
好
ま
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

一
方
で
は
、
副
作
用
の
発
現
に
も
注

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
活
動
紹
介

山口丈夫
第二消化器科部長兼
総合診療科部長

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

　
肝
臓
と
は
、

腹
部
の
右
上
の

肋
骨
の
下
に
位

置
し
て
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
分
解
や
、

十
二
指
腸
に
胆

汁
を
分
泌
す
る

消
化
を
は
じ
め
、

代
謝
、
解
毒
な
ど
の
多
く
の
機
能
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
多
機
能
で
あ
る
た
め
人
工
臓

器
を
造
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
肝
臓
は
再
生
や
代
償
能
力
に
優
れ
、
多
少
の
障
害
を
受
け

て
も
残
っ
た
正
常
細
胞
が
余
分
に
働
き
、
機
能
を
維
持
し
ま

す
。
肝
臓
に
異
常
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
気
付
か
れ
ず
、
異

常
に
気
付
い
た
と
き
に
は
病
気
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
肝
臓
病
は
症
状
が
出
に
く
い
た
め
に
検
査
が
重
要
で
す
。

検
査
に
は
大
き
く
分
け
て
、
血
液
検
査
、
超
音
波
や
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
画
像
検
査
、
肝
臓
の
細
胞
を
採
取
し
て
調
べ
る
肝
生
検

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
検
査
に
よ
り
肝
臓
病
の
診

断
を
し
ま
す
。

　
肝
臓
病
の
な
か
で
も
多
い
の
は
脂
肪
肝
と
肝
炎
で
す
。
脂

肪
肝
と
は
、
肝
臓
に
脂
肪
が
多
く
蓄
積
し
た
状
態
で
す
。
原

因
と
し
て
は
、
過
栄
養
が
多
く
、
そ
の
他
に
ア
ル
コ
ー
ル
、

薬
剤
、
妊
娠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
肥
満
や
ア
ル
コ
ー
ル
が
原

因
の
脂
肪
肝
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
治
る
比
較
的

軽
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
の
生
活
を
続
け
て
し
ま
う
と
、
さ
ら
に
肝
機
能

が
低
下
し
て
、
脂
肪
肝
か
ら
肝
炎
、
肝
硬
変
、
つ
い
に
は
肝

臓
が
ん
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
肝
炎
と
は
、
な
ん
ら
か
の
原
因
で
肝
臓
に
炎
症
が
起
こ
り
発

熱
、
黄
疸
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
を
来
た
す
疾
患
の
総
称

で
す
。
肝
炎
の
原
因
は
様
々
で
、
ウ
イ
ル
ス
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

薬
剤
、
自
己
免
疫
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
型
な
ど
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝
炎
が
多
く
80
％
を

し
め
て
い
ま
す
。
症
状
は
そ
の
原
因
に
関
わ
ら
ず
似
て
い
ま
す

が
、
発
症
の
仕
方
や
症
状
の
経
過
か
ら
大
き
く
３
つ
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
突
然
的
に
発
症
し
一
過
性
の
急
性
肝
炎
、
６
ヶ

月
以
上
症
状
の
お
さ
ま
ら
な
い
（
検
査
数
値
が
正
常
に
戻
ら
な

い
）
慢
性
肝
炎
、
急
性
肝
炎
の
う
ち
特
殊
な
も
の
で
１
ヶ
月
以

内
に
死
に
至
る
こ
と
が
多
い
劇
症
肝
炎
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

急
性
肝
炎
の
時
は
安
静
に
し
て
お
く
こ
と
が
基
本
で
す
。
栄
養

を
十
分
に
取
れ
な
い
と
き
に
は
点
滴
に
よ
り
栄
養
を
補
い
ま

す
。
し
か
し
、
Ｂ
型
肝
炎
や
Ｃ
型
肝
炎
の
方
の
中
に
は
炎
症
が

治
ま
ら
ず
に
慢
性
化
し
、
肝
庇
護
剤
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療

法
な
ど
の
薬
に
よ
る
治
療
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
肝
臓
を
守
る
た
め
に
は
肝
臓

に
負
担
と
な
る
原
因
で
あ
る
肥
満
、

糖
尿
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み

す
ぎ
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。

肝
臓
が
沈
黙
を
破
る
前
に
、
食

生
活
の
改
善
と
適
度
な
運
動
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み

す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

肝臓は沈黙の臓器
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心かよう信頼の医療
そこには、いつも「真心」と「笑顔」があります

発
行
／
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
 

発
行
責
任
者
／
広
報
活
動
委
員
会

名
古
屋
市
中
村
区
道
下
町
3
丁
目
3
5
番
地
 

T
E
L
 0
5
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8
1
-5
1
1
1
 F
A
X
 0
5
2
-4
8
2
-7
7
3
3
　
h
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w
w
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a
g
o
y
a
-1
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※新患は（水）もしくは（木）にご来院ください。
※鈴木（省）先生の診察は産婦人科外来にて行います。

外来診療担当医表　※担当医は都合により変更になる事がございますのでご了承ください。

健康管理センター　　
電話にてお問い合わせください。（予約制です。） 
受付時間　　
月～金曜日（休診日を除く）  午前8時50分～午後5時30分  
電話 052－471－3855（直通）   

※口腔外科診療のみで、通常の歯科診療は行っておりません。

（初めて受診される方）　

午前8時20分～午前11時 

午前8時50分～午後5時30分

土曜・日曜・祝日　年末年始 （12月29日～1月3日）
日本赤十字社創立記念日（5月1日） 

総合案内で『診療申込票』に必要事項をご記入の上、
保険証・紹介状・各種医療証等を添えて、
新患受付にお出しください。 

初　　　　診

診療受付時間

詳しくは患者相談室までお問い合わせください。
患者相談室　電話 052－485－3503（直通）

セカンドオピニオン
専  門  外  来

診　療　時　間
休　 診 　日

◎ 休診情報はホームページでもご覧いただけます。
 ホームページアドレス http://www.nagoya-1st.jrc.or.jp/ 

小澤

村瀬

青山
加藤
若山
神谷
（交代）

三浦
PM永廣
酒井
野村
伊東
山田

松下

宮村

村瀬
（山守）
市田
真野
若山
花木
三浦
－
－
横山
田中
春田
山口

氏原

宮村
PM榛葉
PM西脇
山守
－
－
後藤
加藤
大野
神谷
片岡
－
伊藤
横山
伊東
鷲見

平山

小澤

PM瀬戸

村瀬
（山守）
堀
真野
中村
大野
柴田
－
－
野村
酒井
山口
山田
野畑
PM松下

榛葉

山内
（村瀬）
市田
後藤
櫻井
柴田
小栗
PM山村
－
田中
野村
春田
氏原

鷲見

血 液

内  分  泌

腎 臓

神       経

循  環  器

消  化  器

PM塚本PM今橋 PM渡邊

（山内）

羽田野
鈴木
岸
兵藤
羽田野
－
－
－
鬼頭
横塚/孫田
－
－
－

加藤
糸見
永田
横塚
－
加藤
－
月舘
－
鈴木
－

（交代）

－

松本
生駒
安田
坂口
－
－
近藤
－
－
－

（交代）

－
（交代）

羽田野
鬼頭

 羽田野（さ）
土居崎
－
松本
糸見
－
－
安田
－
－
－

河井
近藤
吉田
孫田
－
加藤
夏目
月舘
－
－
－
－
－

林/菱田 － 菱田 － 林

午
　
　
後 

（
専
門
外
来
）

午 前

循環器
血 液
神 経
腎 臓

新生児発達

フォローアップ

予防接種
乳児健診

※予防接種・乳児健診は10日前までにご予約ください。
　詳しくは受付にお問い合わせください。

午 後
※月・水・金曜日 13時から診療開始いたします。

宮田
三宅
村田
－
－

山名

－
PM石黒
津田

竹内
大森
－
－

PM後藤

伊藤

錦見
PM森
－

小林（陽）
湯浅
田畑

PM小林（俊）
後藤

阿部

－
－
－

長澤
PM竹内
－
－
後藤

－

永田
－
津田

宮田
三宅
雄谷
－
－

－
森
－

河村
PM中山

一般消化器
外 科

乳腺・内分泌外科

心臓外科

血管外科
呼吸器外科
小児外科

大澤
井上
服部
松本

堀井
藁科
松下
米田

井上
青木
松下
松本

堀井
藁科
服部
広石

大澤
青木
広石
米田

呼吸器
新患
再診

稲尾
長坂

（交代）
稲尾
告野

（交代）
池田
岡本

加藤
吉田
－
－

村瀬
山本
－
加藤

山本
 鈴木（弘）
PM加藤
 鈴木（省）

 鈴木（弘）
加藤
－ 
－

村瀬
古橋 
－ 
－

佐藤
杉田
山腰
佐々木

新 　 患

再 　 診

山腰
－
－
－

佐藤
山腰
佐々木
－

佐々木
－
－
－

（交代）

佐藤
久野

佐々木・山腰

青木/堀井 井上 大澤 大澤/井上 藁科

大岩
藤原
渡邉
佐久間

新 　患

再 　診

藤原
大岩
佐藤
橋本/野田

（交代）

－

渡邊
大岩
藤原
佐藤

（交代）

－

臼田
北村
太田

新 患

再 診

山崎
北村
太田

石川
北村
太田

廣田
北村
太田

松本
北村
太田

石川

堀

安藤
 廣川/（交代）
－

新 　 患

再 　 診

 生殖内分泌・内視鏡 
妊 婦 診
   助産師外来

石川

水野

安藤
古橋
－

石川

－

－
 南（二）/（交代）
助産師

石川
水野
PM高橋
安藤
吉田
－

石川

南/廣村

安藤
－
助産師

鈴木
植田
古橋

新  患

再  診

内木
鈴木
西川

植田
内木
鈴木

西川
植田
古橋

古橋
内木
西川

山田
※詳しくは受付にお問い合わせください。

山田 山田 山田 山田

※初診時に予診（医師による問診）を行った後、各専門外来を
　受診していただきます。

外来診療担当医表　※担当医は都合により変更になる事がございますのでご了承ください。

診療科目 月 火 水 木 金 診療科目 月 火 水 木 金

（緊急および予約されている方はこの限りではありません）

外来診療のご案内　
お問い合わせ先電話 052－481－5111（代表）

人間ドックのご案内　
年に一度の健康管理をしてみませんか？

2008年5月1日現在

内
　
　
　
　
　
　
　
　
科

外
　
　
　
　
科

整形外科

小
　
　
　
　
児
　
　
　
　
科

形成
外科

放射線科

リハビリテーション

脳神経外科

耳鼻
咽喉科

歯科
口腔
外科

産婦
人科

眼科

皮膚科

泌尿器科

女性泌尿器外来

2008年5月1日現在


